
事案名 浜松市の事案（静岡県２２－３）  
フォローアッ

プ調査資料 

・「旧軍隊の毒ガス容器発掘、処理に関する顛末」〔５〕 

・『毎日新聞』昭和５１年７月３０日夕刊〔６〕 

・『朝日新聞』昭和５１年７月３１日〔７〕 

・『毎日新聞』昭和５１年７月３１日〔８〕 

・『読売新聞』昭和５１年７月３１日〔９〕 

・『中日新聞』昭和５１年７月３１日〔１０〕 

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状

況(14.6)」〔１１〕 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査結果に

ついて（報告）」平成１５年９月２６日〔１２〕 

 

追加資料 ・『平成１６年度国内における旧軍毒ガス弾等に係る情報収集及

び取りまとめ業務報告書』〔Ａ１〕 

・『平成１６年度Ｂ／Ｃ事案における第２次地下水調査業務 報

告書』〔Ａ２〕 
 

平成１５年度

フォローアッ

プ調査報告書

の要約 

 

昭和５１年７月３０日、ガス管工事中に地下約１ｍからドラム

缶を掘り出し、漏れ出したイペリットで作業員２名と住民６人が

被災、缶は自衛隊が処理した。この時、付近地中の探査も実施し

たが他にドラム缶は発見されなかった。 

 

○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和５１年７月３０日に、浜松市でガス管工事中に地下約

１ｍから直径５０ｃｍ、高さ８０ｃｍのドラム缶を掘り出

し、漏れ出したイペリットで作業員２名と住民６人が被災し

た。同毒ガス容器は東方化学課と陸上自衛隊第１師団が、ド

ラム缶にコンクリートに詰めにした〔５〕〔６〕〔７〕

〔８〕〔９〕〔１０〕。現場は、陸軍中野学校の分校と陸軍

第９７部隊（飛行教育隊）の跡地であった〔９〕〔１０〕。

翌日、同市保健所が現地付近で牛乳５検体、井戸水２検体の

調査を行なったが異常は認められず、付近地中の毒ガス容器

探査も実施したが他にドラム缶は発見されなかった〔５〕。

発見された缶の大きさは、高さ８５ｃｍ、幅８０ｃｍで、コ

ンクリート詰めにして練馬に一時保管した後、海洋投棄した

と記載されている〔１１〕。 
・昭和３８年６月２１日に、浜松市でイペリット容器（９０

リットル缶）２本が発見され、現場で除染処理された〔１

１〕。なお、本情報は｢昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全

国調査』フォローアップ調査報告書｣で浜名湖周辺の事案

（静岡県２２－１）に分類されていたものを整理し直したも

のである。 

 88



新たな情報 ○その他情報 

・浜松市が井戸の調査（ヒ素）を実施した結果は、環境基準値

（０．０１ｍｇ／ｌ）以下であった〔Ａ１〕。 

・環境省が実施した地下水調査の結果、毒ガス関連成分は検出

されなかった〔Ａ２〕。 
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